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要旨 

SQL Serverのパフォーマンスの最適化は、困難な作業になることがあ
ります。一般に、パフォーマンスの問題に対応する方法に関しては、さ
まざまな情報を入手できます。しかし、特定の問題についてはあまり
詳細な情報がなく、特定の知識を各自の環境に適用する方法につい
てはほとんど情報がありません。 

このホワイトペーパーでは、SQL Serverのパフォーマンスを最適化す
るための10のヒントを、SQL Server 2008/2012を念頭に置いて紹介
します。最も重要なヒントの完全なリストはありませんが、このホワイ
トペーパーを開始点とすることで、誤った方向に進まないようにする
ことができます。 

DBAである皆さんはきっと、独自の観点を持ち、最適化に関するお気
に入りのヒント、コツ、シナリオを利用していることと思います。ぜひ、 
SQLServerPedia の議論に参加してください。 

概要 

チューニングの目標の検討 
誰もがSQL Server環境を最大限に活用したいと考えています。デー
タベースサーバーの効率性を高めることで、ビジネスレポートやアド
ホッククエリといった他のタスクのためにシステムリソースを解放す
ることができます。組織のハードウェアへの投資を最大限に活用す
るには、データベースサーバー上で実行するSQLワークロードやア
プリケーションワークロードをできる限り迅速かつ効率的に実行す
る必要があります。 

しかし、チューニングの方法は各自の目標によって異なります。「SQL 
Server環境の効率性は最高になっているだろうか?」、「アプリケー
ションを拡張できるだろうか?」といった疑問を持っている人もいる
と思います。ここでは、システムのチューニングに関する主な方法を
紹介します。 
•  サービスレベルアグリーメント（SLA）や主要なパフォーマンス指標（KPI）
の目標を達成するためのチューニング 

•  効率性を高め、それによって他の目的のためにリソースを解放するため
のチューニング 

•  拡張性を維持し、その結果、将来にわたってSLAやKPIを維持するための
チューニング 

http://sqlserverpedia.com
http://sqlserverpedia.com


ビジネス要件を現在
満たしているとして
も、すべてのデータ
ベースサーバーの拡
張性と効率性を最大
限に高めることに取り
組んでください。 
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チューニングは継続的なプロセスであり、一
時的な処置ではない。 

パフォーマンスの最適化は継続的なプロセス
です。例えば、SLAの目標を達成するための
チューニングには「終わり」があります。しか
し、効率性の向上や拡張性の維持を目的とし
たチューニングでは、作業が本当に完了する
ことは決してありません。この種のチューニ
ングは、パフォーマンスが「十分」になるまで
継続されます。その後、アプリケーションのパ
フォーマンスが十分でなくなったときには、
チューニングサイクルを再び実行する必要が
あります。 

通常は、ビジネス原則（SLAやシステムスルー
プットの要件など）で「十分」の定義を行いま
す。すべてのデータベースサーバーの拡張性
と効率性を最大限に高めるには、要件の定義
に加え、動機付けも必要です。これは、ビジネ
ス要件を現在満たしているとしても必要です。 

本書について 

SQL Serverのパフォーマンスの最適化は難し
い作業です。各種のデータポイント（パフォー
マンスカウンターや動的管理オブジェクト
（DMO）など）に関する一般的な情報は豊富
にありますが、そのデータの扱い方や解釈の
仕方に関する情報はほとんどありません。こ
のホワイトペーパーでは、さまざまな場面で役
に立つ、10個の重要なヒントを紹介します。こ
れらのヒントを活用することで、各種のデータ
を実用的な情報に変えることができます。 

ヒント10: 基準設定とベンチマーキン
グを使用した手法を通じて問題を特定
する。 

基準設定とベンチマーキングのプロセスの
概要
図1に、基準設定プロセスの手順を示します。
次のセクションで、このプロセスにおける重
要なステップについて説明します。 

図1.基準設定プロセス 



ベンチマーキングを
行うことで、通常の動
作がどのようなもの
かを示す優れた指標
が得られるため、異常
な動作を特定しやす
くなります。 

変更を開始する前に、現在のシステムパ
フォーマンスの記録を入手する。
チューニングや最適化を行うとき、すぐに作
業に取り掛かろうとしてしまう人がほとんど
ではないでしょうか。車が修理から帰ってきた
とき、前よりも調子が悪くなったのではない
かと感じたことはありませんか。そんなとき、
文句を言いたくなるものの、本当に調子が悪
いのか確信を持てないものです。また、現在
起こっていると思われる問題の原因が、整備
士が行ったことにあるのか、それとも修理が
終わった後に起きたことにあるのか、迷うこと
もあるでしょう。残念ながら、データベースの
パフォーマンスに関しても同じ問題が起こり
得ます。 

しかし、このホワイトペーパーを読むことで、
さまざまなアイデアを得ることができ、基準
設定とベンチマーキングの戦略をすぐに実践
したくなるはずです。最初に行う必要がある
ステップはそれほど面白いものではありませ
んが、最も重要なステップの1つであることは
間違いありません。このステップでは、既存の
環境が変更する予定の基準にどの程度達し
ているかを確認します。 

目標を決定する。 

システムに対して何らかの処置を施す前に、
達成したいことを決定します。SLAの要素の
中で、パフォーマンス、リソース消費量、容量
に関して対応する必要があるものはあります
か?本番稼働環境における現在の問題に対応
していますか?リソースの時間に関する不満
が挙がっていますか?設定する目標は明確に
してください。 

私たちのほとんどは、多くのデータベースや
インスタンスを管理しています。作業の効果
を最大限に高め、特定のシステムが優れたパ
フォーマンスを発揮し、ユーザーの期待に応
えるためには、そのシステムの要件を慎重に
検討する必要があります。分析やチューニン
グを過剰に行うと、優先度の低いシステムに
必要以上の時間を費やし、主要な本番システ
ムに悪影響を与えることもあります。測定や
チューニングの作業によって達成したいこと
を明確にしてください。また、それらの作業に
優先順位を付けてください。ビジネススポン
サーからの賛同が得ることができれば理想的
です。 
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基準を設定する。 

達成したいことに関して目標を定めたら、
次に、成功の基準を決定する必要がありま
す。必要な洞察を与えるOSカウンター、SQL 

Serverカウンター、リソースの指標、およびそ
の他のデータポイントには何がありますか? 

そのリストを作成したら、基準（選んだ条件
に対するシステムの標準的なパフォーマン
ス）を設定する必要があります。また、シス
テムの標準的なパフォーマンスの標本を得
るのに十分なデータを十分な期間をかけて
収集する必要があります。データを収集す
ると、その期間における平均値を求めるこ
とによって、最初の基準を設定できるように
なります。システムの変更を行った後に新し
いベンチマークを取得して元のベンチマー
クと比較することにより、変更の効果を客観
的に評価することができます。 

平均値だけでなく、基準からの偏差も追跡
する。
平均値に注意することも重要ですが、少な
くとも、各カウンターの標準偏差を算出し、
経時的な変化を認識する必要があります。
例えば、ロッククライマーのことを考えてみ
ましょう。彼には、ロープの平均直径が1 cm

であると伝えます。彼は自信を持って、斜面
に挑みます。険しい岸壁を数百フィート登っ
たところで、得意げな笑みを浮かべます。そ
こで、ロープの最も太い部分は2 cmで、最
も細い部分は0.1 cmだと伝えます。彼はど
うなるでしょうか。 

標準偏差について詳しくない人は、統計学
の入門書を読んでください。それほど高度
な知識を身に付ける必要はありません。基
本を知るには入門書で十分です。 

重要なことは、平均だけを追跡するのでは
なく、標準（平均）からの偏差も追跡する必
要があるということです。そのためにはま
ず、標準の内容を決定します（通常はSLA

で定義します）。行うべきことは、最高のパ
フォーマンスを得ることではなく、パフォー
マンスの目標を達成するのに最適な状態を
実現し、その目標からの偏差をできるだけ
抑えることです。目標からの逸脱は、時間や
労力が無駄になっていることを表しており、



行うべきことは、最高
のパフォーマンスを
得ることではなく、パ
フォーマンスの目標を
達成するのに最適な
状態を実現し、その目
標からの偏差をできる
だけ抑えることです。
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インフラストラクチャリソースの使用率が
低下している可能性もあります。 

基準設定に必要なデータの量
基準設定に必要なデータの量は、負荷の
経時変化の程度によって異なります。シス
テム管理者、エンドユーザー、およびアプリ
ケーション管理者に話を聞いてみてくださ
い。彼らは概して、使用パターンに対する優
れた感覚を持っています。オフピーク期間、
平均的な期間、およびピーク期間のすべて
にわたって十分なデータを収集する必要が
あります。 

負荷の変化量と変化頻度を測定すること
が重要です。パターンを予測できるシステ
ムでは、データの収集量を減らしても構い
ません。変化が大きいほど、測定間隔を短
くし、測定期間を長くして、信頼できる基
準を作成する必要があります。先ほどの
ロッククライマーの例えでもう少し細かい
話をすると、調べるロープが長ければ長い
ほど、変化が見つかる可能性が高くなりま
す。また、システムの重要度やその故障に
よる影響も、実施する調査の量やサンプル
に求められる信頼度に影響します。 

データの保存 

追跡するパラメーターが多くなり、追跡の
頻度が高くなるほど、収集するデータセット
は大きくなります。これは明らかなことのよ
うに思えるかもしれませんが、測定データ
を保存するには、必要な容量を実際に検討
する必要があります。データをいくらか保
存すれば、リポジトリが時間と共にどの程
度成長するかを推定することは極めて簡
単なはずです。長期間にわたって監視を行
う予定の場合は、履歴データを定期的に集
約して、リポジトリが大きくなりすぎないよ
うにすることを検討してください。 

また、パフォーマンス上の理由から、測定す
るリポジトリを監視対象のデータベースと
同じ場所に配置しないでください。 

同時に行う変更の数を制限する。 

各ベンチマーク間に行う変更の数を制限して
ください。また、変更を行って、特定の仮定を
テストしてください。こうすることで、各改善
点候補の取捨選択を入念に行うことができ
ます。1つのソリューションに焦点を合わせる
と、動作の変化を監視する理由が正確に分か
るだけでなく、一連の潜在的な改善の選択肢
がさらに得られることも多々あります。 

データの分析 

システムに対する変更を行った後、望んでい
た効果が得られたかどうかを確認したくなる
と思います。そのためには、元の基準に対し
て実施した測定を、同様の標本期間にわたっ
て繰り返し行います。これにより、2つの基準
を比較して、次のことを実行できます。 
•  変更によって望んでいた効果が得られたかど
うかを確認する: 構成の設定の調整、インデッ
クスの最適化、またはSQLコードの何らかの変
更を行う場合は、基準を用いることで、変更に
よって望んでいた効果が得られたかどうかを
確認できます。パフォーマンスの低下に関する
苦情が寄せられた場合は、データベースの観
点から、その内容が正しいかどうかを判断する
ことができます。 

経験の浅いほとんどのDBAが最も頻繁に犯す過
ちは、結論を早急に出すことです。変更を行った人
が、目に見えるパフォーマンスの向上が即座に確
認されたことで、小躍りするほど喜んでいる姿を見
たことがありませんか。そして、本番稼働環境に変
更を展開し、問題が解決したことを知らせるEメー
ルをすぐに送ってしまうのです。しかし、しばらくし
て同じ問題が再び顕在化したり、未知の副作用が
原因で別の問題が発生したりすれば、その喜びの
時間はあっという間に終わります。変更によって以
前よりも状況が悪化することも少なくありません。
問題の解決策が見つかったと思ったら、テストを実
施し、基準に照らして結果のベンチマークを行いま
す。これが、変更が成功したことを確認するための
唯一の信頼できる方法です。 



基準設定に必要な
データの量は、負荷
の経時変化の程度に
よって異なります。 

•  変更によって想定外の副作用が生じたかどうか
を確認する: 基準を用いることで、変更がカウン
ターに影響したかどうかを客観的に確認したり、
変更による予想外の影響を測定したりすることも
できます。 

•  問題が発生する前に予測する: 基準を用いること
で、通常の負荷状況に対する正確なパフォーマン
スの状態を定めることができます。これにより、最
近のリソース消費量の傾向に基づいて、あるいは
将来のシナリオに対して予想されるワークロード
に基づいて、今後問題が発生するかどうか、およ
びいつ問題が発生するかを予測することができま
す。例えば、キャパシティプランニングを行う場合、
接続ユーザー1人あたりの現在の標準的なリソー
ス消費量から推定することにより、システムにユー
ザー接続のボトルネックがいつ発生するかを予測
できます。 

•  より効果的に問題のトラブルシューティングを行
う: データベースのパフォーマンスに関する問題
を解決するために何昼夜も費やした結果、その
問題がデータベース自体とは実際には関係がな
いことが分かったことがありませんか?基準を定
めることで、はるかに簡単にデータベースインス
タンスを調査対象から外し、問題の原因に的を
絞ることができます。例えば、メモリ消費量が突
然急増したとします。あなたは、接続数が急増し、
基準を大きく超えていることに気付きます。すぐ
にアプリケーション管理者に電話をしたところ、
eStoreに新しいモジュールが導入されていたこ
とを確認できました。新任の若い開発者が作成し
たコードで、データベース接続を切断すべきとこ
ろで切断されていないことがほどなく分かりまし
た。このようなシナリオが他にも多数思い浮かぶ
のではないでしょうか。 

問題の原因でないことを排除し、余計なものを取
り除き、問題の正確な原因に焦点を当てることで、
時間を大幅に節約することができます。システム
カウンターとSQL Serverカウンターを比較するこ
とで、問題の原因がデータベースにあるかどうか
を素早く判断できる例は数多くあります。よくある
原因を排除した後で、基準からの大幅な逸脱があ
るか調査し、関連する指標をまとめて収集して、根
本原因を詳細に調べ始めることができます。 
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基準設定プロセスを必要に応じて繰り返す。 

優れたチューニングは、反復的かつ科学的
なプロセスです。このホワイトペーパーで紹
介するヒントは、極めて優れた開始点になり
ますが、逆に見れば開始点に過ぎないとも
言えます。パフォーマンスチューニングは、
個々のシステムの設計、構成、および使用状
況に応じて、高度にカスタマイズされ、管理
されます。 

基準設定とベンチマーキングを使用した手
法は、高度で信頼性に優れたパフォーマン
スチューニングの基礎になります。この手
法は、目標とその達成方法を明確化するの
に必要な、計画、基準、および中間目標を与
え、途中で挫折しないようサポートしてくれ
ます。この体系化された手法を利用すること
で、デルのデータベースポートフォリオのす
べてにおいて、信頼性と一貫性に優れたパ
フォーマンスを実現することができます。 

ヒント9: パフォーマンスカウンターは、
現在の運用に関する手軽で有用な情報
になる。 

パフォーマンスカウンターを監視する理由 

SQL Serverのパフォーマンスの最適化に
関連するよくある質問は、「どのカウンター
を監視すべきか?」というものです。SQL 

Serverの管理に関しては、パフォーマンスカ
ウンターを監視する大きな理由として以下
の2つがあります。 
•  運用効率の向上 

•  ボトルネックの防止 

この2つの理由はいくらか重複しますが、これ
らを考慮することで、監視する多数のデータ
ポイントを容易に選択することができます。 

パフォーマンスカウンターの監視による運
用効率の向上 

運用の監視では、全体的なリソースの使用
量をチェックします。これにより、以下のよう
な疑問に対する回答が得られます。 
•  サーバーにおいてCPU、ディスク領域、メモリ
などのリソースが不足しそうか? 

•  データファイルを増やすことができるか? 

•  固定サイズのデータファイルにデータを追加
するための十分な空き容量があるか? 



カウンター 実行できること

プロセッサー\プロセッサー時間（%） サーバーでのCPUの消費量を監視する

論理ディスク\空き容量（MB） ディスク上の空き容量を監視する

MSSQL$インスタンス:データベース\データ・ 

ファイル・サイズ（KB）
経時的な増加傾向を分析する

メモリ\ページ/秒 ページングを確認する（メモリリソースが不足している可能
性があることを示す優れた指標になる）

メモリ\利用可能サイズ（MB） システムが使用できる物理メモリの量を監視する

カウンター 実行できること

プロセッサー\プロセッサー時間（%） CPUの消費量を監視することで、サーバー上のボトルネッ
クをチェックすることができます（消費量が高い状態が維持
されることによって示されます）。

高い割合のシグナル待機 シグナル待機とは、CPUでロック、ラッチなどの待機などが終
了した後に、作業者がCPU時間の待機に費やす時間です。 
CPUに対する待機に時間が費やされる場合は、CPUのボト
ルネックが存在します。 
シグナル待機は、SQL Server 2000ではDBCC SQLPERF

（waitstats）を実行することによって、SQL Server 2005で
はsys.dm_os_wait_statsに対するクエリを実行することに
よって見付けることができます。

物理ディスク\平均ディスクキューの長さ ディスクのボトルネックをチェックします。2を超える値の場
合は、ディスクのボトルネックが存在する可能性があります。

MSSQL$インスタンス:バッファマネージャ\ページの
予測保持期間

ページの予測保持期間は、ページがバッファキャッシュ内に
留まる秒数です。小さい値は、ページがキャッシュに格納さ
れてからそれほど時間が経たないうちに削除されることを
示し、キャッシュの効果を低減します。

MSSQL$インスタンス:プランキャッシュ\キャッシュ
ヒット率

低いプランキャッシュのヒット率は、プランが再利用されて
いないことを表します。

MSSQL$インスタンス:一般統計\プロセスブロック 長いブロックは、リソースの競合が存在することを示します。

各ベンチマーク間で
行う変更の数を制限
することで、各変更の
効果を入念に評価す
ることができます。 

6

傾向を調べる目的でデータを使用すること
も可能です。例えば、すべてのデータファ
イルのサイズを収集することで、データ
ファイルの成長率の傾向をつかみ、将来の
リソース要件を予測することができます。 

パフォーマンスカウンターの監視によるボ
トルネックの防止 

ボトルネックの監視では、パフォーマンス
関連の要素により重点を置きます。収集し
たデータは、以下の疑問に対する回答を得
るのに役立ちます。 

•   CPUのボトルネックは存在するか? 

•   I/Oのボトルネックは存在するか? 

上の3つの疑問に対する回答を得るには、以下
のカウンターを監視する必要があります。 

•  バッファキャッシュやプランキャッシュなど、
SQL Serverの主要なサブシステムが正常に
稼働しているか? 

•  データベース内に競合が存在するか? 

これらの疑問に対する回答を得るには、
以下のカウンターを監視します。 



トラブルシューティ
ングに関する賢明
なアドバイス: 「原因
の排除と追及」 

ヒント8: サーバーの設定を変更するこ
とで、より安定した環境を実現できる。 

製品内の設定を変更することによって安
定性を高めることは、直感と相いれないこ
とのように聞こえるかもしれませんが、こ
れは実際に効果があります。DBAとしての
任務は、ユーザーがアプリケーションに対
してデータを要求する際のパフォーマン
スレベルを一貫して保つことです。このホ
ワイトペーパーの残りの部分で説明する
設定の変更を行わないと、何の前触れも
なくパフォーマンスの低下を招く可能性
があるシナリオが現実のものになるかも
しれません。以下に挙げるオプションは、
サーバーレベルの設定が列記されている
sys.configurations内にあり、他の情報と組
み合わせて使用することができます。sys.

configurationsのIs_Dynamic属性は、設定
の変更後にSQL Serverインスタンスを再起
動する必要があるかどうかを示します。変
更を行うには、関連するパラメーターを指
定してsp_configureストアドプロシージャ
を呼び出します。 

メモリの最小/最大設定により、一定レベル
のパフォーマンスを保証できる。 

アクティブ/アクティブ構成のクラスタがあ
るとします（実際は複数のインスタンスを持
つ単一ホスト）。同じ物理ホスト上に両方の
インスタンスが存在する場合、フェールオー
バーが発生してもSLAの達成を保証可能
な、特定の設定変更を行うことができます。 

このシナリオでは、メモリの最小/最大設定
の両方に対して変更を行うことにより、物理
ホストが各インスタンスに対処するのに十
分なメモリを確保できるようにします。常に
他方のインスタンスのワーキングセットを積
極的に減らそうとする必要はありません。一
定レベルのパフォーマンスを保証するため
に、特定のプロセッサーを使用するように同
様の設定変更を行うことができます。 
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最大メモリを設定することが、クラスタ上の
インスタンスだけでなく、他の任意のアプリ
ケーションとリソースを共有するインスタン
スにとっても都合が良いことに気付くことが
重要です。SQL Serverのメモリ使用量が多
すぎる場合、SQL Server自体や他のアプリ
ケーションが稼働できる余地を残すために、
オペレーティングシステムが使用可能なメモ
リの量を積極的に減らすことがあります。 
•  SQL Server 2008: SQL Server 2008 R2以前
では、メモリの最小/最大設定を行っても、バッ
ファプールが使用するメモリの量しか制限さ
れません（具体的には、1ページ（8 KB）の割り
当てのみ）。つまり、バッファプールの外部でプ
ロセス（拡張ストアドプロシージャ、CLR、また
はIntegration Services、Reporting Services、
Analysis Servicesといったその他のコンポーネ
ントなど）を実行する場合は、この値をさらに小
さくする必要がありました。 

•  SQL Server 2012: SQL Server 2012では、中央
メモリマネージャがあるため、若干状況が変わ
ります。このメモリマネージャには、現在、8 KB

を超える大規模なデータページやキャッシュプ
ランなどのマルチページ割り当てが組み込ま
れています。このメモリ領域には一部のCLR機
能も含まれます。 

パフォーマンスの向上に間接的に役立つ2つ
のサーバーオプション 

パフォーマンスの向上に直接役立つオプショ
ンはありませんが、間接的に役立つオプショ
ンなら2つあります。 
•  バックアップ圧縮の既定: このオプションでは、
デフォルトで圧縮するバックアップを設定しま
す。このオプションを設定すると、圧縮時に余
分なCPUサイクルが発生することがあります
が、一般には、非圧縮方式のバックアップに比
べて、使用されるCPUサイクルが全体的に少
なくなります。これは、ディスクに書き込まれる
データが減るためです。I/Oのアーキテクチャ
にもよりますが、このオプションを設定するこ
とで、I/Oの競合が減る可能性もあります。 

•  もう1つのオプションについては、トップ10リス
トを引き続き読み進めてみてください（後述
するプランキャッシュのヒントに着目してくだ
さい）。 



SELECT TOP 50 
qs.total_worker_time / execution_count AS avg_worker_time, 
substring (st.text, (qs.statement_start_offset / 2) + 1, 

 ( ( CASE qs.statement_end_offset WHEN -1

 THEN datalength (st.text) 

 ELSE qs.statement_end_offset END

 - qs.statement_start_offset)/ 2)+ 1)

 AS statement_text, 

 * 

FROM sys.dm_exec_query_stats AS qs 

 CROSS APPLY sys.dm_exec_sql_text (qs.sql_handle) AS st 

ORDER BY 

avg_worker_time DESC 

SELECT TOP 50 

    (total_logical_reads + total_logical_writes) AS total_logical_io, 

    (total_logical_reads / execution_count) AS avg_logical_reads, 

(total_logical_writes / execution_count) AS avg_logical_writes, 
(total_physical_reads / execution_count) AS avg_phys_reads, 

substring (st.text, 

(qs.statement_start_offset / 2) + 1, 
((CASE qs.statement_end_offset WHEN -1 

       THEN datalength (st.text) 

ELSE qs.statement_end_offset END

      - qs.statement_start_offset)/ 2)+ 1) 

     AS statement_text, 

* 

FROM sys.dm_exec_query_stats AS qs 

   CROSS APPLY sys.dm_exec_sql_text (qs.sql_handle) AS st 

ORDER BY total_logical_io DESC 

パフォーマンスカウン
ターを監視すること
で、運用効率を向上
させ、ボトルネックを
防止することができ
ます。 
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ヒント7: プランキャッシュ内の無効な
クエリを検出する。 

ボトルネックを特定したら、ボトルネックの
原因となっているワークロードを見付ける
必要があります。SQL Server 2005で動的
管理オブジェクト（DMO）が導入されて以
来、この作業はかなり容易になりました。
SQL Server 2000以前のユーザーがこの
作業を行うには、プロファイラーまたはト
レースを使用するしかありません（ヒント6

を参照）。 

CPUのボトルネックの診断 

SQL ServerでCPUのボトルネックが特定
された場合にまず行うことは、サーバーの
CPUを最も消費しているユーザーを特定す
ることです。これは、sys.dm_exec_ query_

statsで極めて簡単に照会できます。 

このクエリの本当に有用な部分は、cross 

applyとsys.dm_exec_sql_textを使用して
SQLステートメントを取得できることにあり
ます。このため、SQLステートメントの分析
が可能になります。

I/Oのボトルネックの診断 

I/Oのボトルネックの診断とほぼ同じです。 



運用の監視では、全
体的なリソースの使
用量をチェックしま
す。ボトルネックの監
視では、パフォーマン
ス関連の要素により
重点を置きます。 

ヒント6: SQL Server Profilerは味方に
なる。
SQL Server Profilerと拡張イベントについて

SQL Server Profilerは、SQL Serverに付属し
ているネイティブツールです。SQL Server 

Profilerを使用すると、SQL Serverで発生する
イベントをキャプチャするトレースファイルを
作成できます。このトレースから、ワークロー
ドや低パフォーマンスのクエリに関する情報
を提供することの重要性が分かります。この
ホワイトペーパーでは、SQL Server Profilerの
使用方法については詳しく説明しません。詳
細な使用方法については、SQLServerPediaの
ビデオチュートリアルをご覧ください。 

SQL Server 2012では、SQL Server Profiler

よりも拡張イベントの方が優先されている
ことは確かですが、これは、データベースエ
ンジンだけを対象としたもので、SQL Server 

Analysis Servicesではそうでないことに注
意する必要があります。SQL Server Profiler

は引き続き、多くのSQL Server環境でアプリ
ケーションの機能に関する優れた洞察をリア
ルタイムで提供します。 

拡張イベントの使用方法については、このホ
ワイトペーパーでは説明しません。拡張イベン
トの詳細については、ホワイトペーパー『How 

to Use SQL Servers Extended Events 

and Notifications to Proactively Resolve 

Performance Issues（SQL Serverの拡張イベ
ントと通知を利用して、パフォーマンスの問題
をプロアクティブに解決する方法）』をご覧く
ださい。拡張イベントは、SQL Server 2008で
導入され、イベント数を増やし、待望のUIを搭
載するために、SQL Server 2012でアップデー
トされました。拡張イベントの説明はこれだけ
にしておきます。 

なお、SQL Server Profilerを実行するには、
ALTER TRACE権限が必要です。 
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SQL Server Profilerの使用方法 

ここでは、パフォーマンスモニタ（Perfmon）
でデータを収集し、リソース使用量の情報を
SQL Server内で発生するイベントのデータ
と関連付けるプロセスを構築する方法につ
いて説明します。 

1. Perfmonを起動します。 
2.  データコレクターセットをまだ構成していな

い場合は、ヒント9を参考に、詳細オプション
とカウンターを使用して、ここで作成してく
ださい。データコレクターセットはまだ起動
しないでください。 

3. SQL Server Profilerを起動します。 

4.  監視するインスタンス、イベント、列に関する
詳細情報、およびデスティネーションを指定
して、新しいトレースを作成します。 

5. トレースを開始します。 
6.  Perfmonに切り替えて、データコレクター

セットを開始します。 
7.  必要なデータがキャプチャされるまで、両方

のセッションを実行したままにします。 
8.  SQL Server Profilerのトレースを停止します。
トレースを保存して閉じます。 

9.  Perfmonに切り替えて、データコレクター
セットを終了します。 

10.  SQL Server Profilerで、最近保存したトレー
スファイルを開きます。 

11.  「ファイル」、「パフォーマンスデータのイン
ポート」の順にクリックします。 

12.  データコレクションのデータファイルに移動
して、興味のあるパフォーマンスカウンター
を選択します。 

これで、パフォーマンスカウンターとSQL 

Server Profilerのトレースファイルを同時に
参照できるようになります（図2を参照）。こ
うすることで、極めて迅速にボトルネックを
解決することができます。 

追加のヒント: 上の手順では、クライアント
のインターフェイスを使用します。リソース
を節約するために、サーバー側でトレースを
行うとより効率的です。サーバー側のトレー
スの開始/終了方法については、オンライン
ブックを参照してください。 

http://sqlserverpedia.com/wiki/Using_SQL_Server_Profiler
http://sqlserverpedia.com/wiki/Using_SQL_Server_Profiler
http://www.quest.com/whitepaper/how-to-use-sql-servers-extended-events-and-notifications816315.aspx
http://www.quest.com/whitepaper/how-to-use-sql-servers-extended-events-and-notifications816315.aspx
http://www.quest.com/whitepaper/how-to-use-sql-servers-extended-events-and-notifications816315.aspx
http://www.quest.com/whitepaper/how-to-use-sql-servers-extended-events-and-notifications816315.aspx
http://www.quest.com/whitepaper/how-to-use-sql-servers-extended-events-and-notifications816315.aspx
http://www.quest.com/whitepaper/how-to-use-sql-servers-extended-events-and-notifications816315.aspx
http://www.quest.com/whitepaper/how-to-use-sql-servers-extended-events-and-notifications816315.aspx
http://www.quest.com/whitepaper/how-to-use-sql-servers-extended-events-and-notifications816315.aspx


sys.configurationsの
Is_Dynamic属性は、
設定の変更後にSQL 

Serverインスタンス
を再起動する必要が
あるかどうかを示し
ます。 
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図2.パフォーマンスカウンターとプロファイラーのトレースファイルの相関表示 

ヒント5: SANの構成を通じてSQL Server
のパフォーマンス向上を実現する。 

ストレージ・エリア・ネットワーク（SAN）は優
れたソリューションです。SANを使用すると、
ストレージのプロビジョニングおよび管理を
シンプルな方法で行うことができます。SQL 

Serverの観点から、SANの構成を通じてパ
フォーマンスを向上させることもできます
が、そのように構成することはほとんどあり
ません。組織がSANを実装する理由は、 
通常、パフォーマンスの向上のためではなく、
ストレージの統合や管理のしやすさのためで
す。さらに悪いことに、SANでは通常、プロビ
ジョニングの実行方法を直接管理することが
できません。このため、1つの論理ボリューム
に対してSANが構成されていることがほとん
どです。この場合、そのボリュームにすべての
データファイルを格納する必要があります。 

I/Oパフォーマンスの向上のためにSANを構
成するためのベストプラクティス 

一般に、すべてのファイルを1つのボリューム
に格納することは、I/Oパフォーマンスを最大
限に高めたい場合には得策とは言えません。
そのため、ベストプラクティスとしては以下
のことを行います。 
•  ログファイルを専用のボリュームに格納する。
データファイルとは別のボリュームにログファ
イルを格納します。ログファイルはほぼ独占
的に、シーケンシャルに書き込まれ、読み取り
は行われません（データベースミラーリング、
AlwaysOn可用性グループなどは例外）。この
ため必ず、書き込みパフォーマンスを向上でき
るように構成する必要があります。 

•  tempdbを専用のボリュームに格納する。
tempdbは、SQL Serverの内部でさまざまな目
的のために使用されるため、専用のI/Oサブシ
ステムに格納することをお勧めします。さらにパ
フォーマンスのチューニングを行うには、まず一
部の統計データが必要です。 

•  VLDB内に複数のデータファイルとファイルグルー
プを作成することを検討する。これにより、I/Oの
並列処理によるメリットを得ることができます。 

•  バックアップを専用のドライブに格納する。これ
により、冗長性が得られるほか、メンテナンス期
間中の他のボリュームとのI/Oの競合を減らすこ
とができます。 

データの収集 

Windowsディスクカウンターでは、言うまでも
なく、Windowsで起きていることを把握するこ
とができます（RAID構成に基づいて、生の数値
データを忘れずに調整してください）。SANベ
ンダーは、独自のパフォーマンスデータを提供
することがよくあります。 

SQL Serverでは、以下のファイルレベルのI/O

情報も提供されます。 
•  SQL Server 2005より前のバージョン: fn_

virtualfilestats関数を使用します。 
•  SQL Server 2005以降のバージョン: sys.dm_io_

virtual_file_stats動的管理関数を使用します。 

この関数を次のコードで使用することにより、
以下のことを実行できます。 

•  読み取りと書き込みの両方のI/Oレートの抽出 

•  I/Oスループットの取得 

•  I/Oあたりの平均時間の取得 

•  I/Oの待ち時間の監視 



SELECT db_name (a.database_id) AS [DatabaseName], 

    b.name AS [FileName], a.File_ID AS [FileID], 

    CASE WHEN a.file_id = 2 THEN ‘Log’ ELSE ‘Data’ END AS [FileType], 

    a.Num_of_Reads AS [NumReads], 

    a.num_of_bytes_read AS [NumBytesRead], 

    a.io_stall_read_ms AS [IOStallReadsMS], 

    a.num_of_writes AS [NumWrites], 

    a.num_of_bytes_written AS [NumBytesWritten], 

    a.io_stall_write_ms AS [IOStallWritesMS], 

    a.io_stall [TotalIOStallMS], 

    DATEADD (ms, -a.sample_ms, GETDATE ()) [LastReset], 
    ( (a.size_on_disk_bytes / 1024) / 1024.0) AS [SizeOnDiskMB],

    UPPER (LEFT (b.physical_name, 2)) AS [DiskLocation] 

 FROM sys.dm_io_virtual_file_stats (NULL, NULL) a 

   JOIN sys.master_files b 

    ON a.file_id = b.file_id AND a.database_id = b.database_id 

ORDER BY a.io_stall DESC; 

デフォルトでバック
アップを圧縮するよう
に設定すると、I/Oの
競合を低減できます。 

データの分析 

クエリの「LastReset」の値には特に注意を
払ってください。この値から、SQL Serverの
サービスが最後に開始された時刻が分かり
ます。動的管理オブジェクトのデータは保持
されないため、チューニングの目的で使用さ
れているデータはすべて、サービスが実行さ
れていた期間に照らして検証する必要があ
ります。そうしないと、誤った想定が行われる
可能性があります。 

これらの値を利用することで、I/O帯域幅を
消費しているファイルを素早く絞り込むこと
ができるほか、以下のような質問をすること
ができます。 
•  このI/Oは必要か?インデックスが不足してい
るか? 

•  原因となっているファイル内のテーブルまた
はインデックスは1つか?そのインデックスまた
はテーブルを別のボリューム上の別のファイ
ルに格納することは可能か? 

ハードウェアのチューニングに関するヒント 

データベースファイルが適切に配置され、
すべてのオブジェクトホットスポットが特定
されて別々のボリュームに分離されていれ
ば、次はハードウェアを詳しく調べます。 

ハードウェアのチューニングについてはス
ペシャリスト向けのトピックのため、このホ
ワイトペーパーの範囲外です。そのためこ
こでは、ハードウェアのチューニングをシン
プル化するためのベストプラクティスとヒ
ントをいくつか紹介します。 
•  SQL Serverで使用するためのボリュームを作
成する場合、デフォルトのアロケーションユ
ニットサイズを使用しないでください。SQL 

Serverは64 KBのエクステントを使用するた
め、この値を最小にする必要があります。 

•  パーティションが適切に配置されているか
どうかを確認してください。この件について
は、Jimmy May氏が執筆したホワイトペー
パーを参照してください。パーティションが
適切に配置されていないと、パフォーマンス
が最大30 %低下することもあります。 

•  SQLIOなどのツールを使用して、システムの
I/Oのベンチマークを実施してください。 こ
のツールの詳細については、チュートリアル
をご覧ください。 

図3.SQL ServerからのファイルレベルのI/O情報 
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http://msdn.microsoft.com/en-us/library/dd758814%2528v%253Dsql.100%2529.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/dd758814%2528v%253Dsql.100%2529.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/dd758814%2528v%253Dsql.100%2529.aspx
http://sqlserverpedia.com/wiki/SAN_Performance_Tuning_with_SQLIO
http://sqlserverpedia.com/wiki/SAN_Performance_Tuning_with_SQLIO
http://sqlserverpedia.com/wiki/SAN_Performance_Tuning_with_SQLIO


SQL Server Profilerは
引き続き、多くのSQL 

Server環境において、
アプリケーションの機
能に関する優れた洞
察をリアルタイムで
提供します。 
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ヒント4: カーソルやその他の不適切な
T-SQLのせいで、アプリケーションに問
題が発生することがよくある。 
悪いコードの例 

私は以前の仕事で、これまでに見た中で最
悪と思われるコードに遭遇したことがありま
す。システムが交換されてからしばらく経ち
ましたが、関数が行っていた処理の概要は次
のようなものでした。 
1.  ストリップするパラメーター値を受け取る。 
2.  ストリップするパラメーター式を受け取る。 
3.  式の長さを求める。 
4.  式を変数にロードする。 
5.  ループ処理を行い、変数内の各文字がストリッ
プする値のいずれかと一致するかどうかを
チェックする。一致した文字を削除して変数を
更新する。 

6.   式のチェックが完全に終わるまで、次の文字に
移る。 

驚いた人も少なくないでしょう。私が説明し
ようとしているのは、もちろん、T-SQLの独
自の「REPLACE」ステートメントを作成しよう
としている人のことです。 

最悪なのは、この関数がメーリングルーチン
の一部としてアドレスを更新するために使用
され、1日に何万回も呼び出されていたこと
です。 

サーバー側でプロファイラーのトレースを実
行すると、サーバーのワークロードを表示し
て、コードで頻繁に実行される部分を見付け
ることができます（上の「貴重な処理」が見つ
かったのは、この方法のおかげです）。 

図4.大規模なクエリプランの例 

クエリプランを使用したクエリのチューニ
ング 
不適切なT-SQLは、インデックスを使用し
ない非効率的なクエリとして現れること
もあります。これは主に、インデックスが
不適切であるか、不足していることが原
因です。クエリプランを使用してクエリを
チューニングする方法を十分に理解する
ことは非常に重要です。 

このホワイトペーパーでは、クエリプラン
を使用したクエリのチューニングに関す
る詳細な説明は行いません。ただし、この
プロセスを最も簡単に開始できる方法を
紹介しておきます。それは、SCAN処理を
SEEKに変える方法です。SCANではテー
ブルまたはインデックス内のすべての行
を読み込むため、大規模なテーブルの場
合にはI/Oの負荷が大きくなります。一
方、SEEKでは、インデックスを使用して、
必要な行に直接アクセスします（これには
当然、インデックスが必要です）。ワーク
ロード内にSCANがある場合は、インデッ
クスが不足する可能性があります。 

このトピックに関しては、以下を含め、優
れたドキュメントが多数あります。 
•  『Professional SQL Server Execution 

Plan Tuning（SQL Serverの実行プランの
チューニング: プロフェッショナル向け）』、
Grant Fritchey著

•  『Professional SQL Server 2012 Internals 
& Troubleshooting（SQL Server 2012の構
成とトラブルシューティング: プロフェッショ
ナル向け）』、Christian Bolton、Rob Farley、
Glenn Berry、Justin Langford、Gavin 
Payne、Amit Banerjee、Michael Anderson、
James Boother、Steven Wort共著

•  『T-SQL Fundamentals for Microsoft SQL 
Server 2012 and SQL Azure（Microsoft 
SQL Server 2012およびSQL Azureにおける
T-SQLの基本）』、Itzik Ben-Gan著



(Batch Requests/sec - SQL Compilations/sec) / Batch Requests/sec 

SQL Serverの観点か
ら、SANの構成を通じ
てパフォーマンスを向
上させることもできま
すが、そのように構成
することはほとんどあ
りません。 

ヒント3: SQL Serverのキャッシングを改
善するため、プランを最大限に再利用
する。

クエリプランを再利用することが重要な理由 
SQL Serverは、SQLステートメントを実行する
前に、まずクエリプランを作成します。これに
より、クエリの論理的な命令を取得し、それを
データに対する物理的なアクションとして実
装するためにSQL Serverが使用する方法が
定義されます。 

クエリプランの作成には、大量のCPUリソー
スが必要になることがあります。そのため、
SQLステートメントを実行するたびに新しいク
エリプランを作成するのではなく、クエリプラ
ンを再利用することができれば、SQL Server
はより効率的に動作できます。 

プランの再利用率が低い場合の対処 

プランの再利用率を低くしているワークロー
ドを正確に突き止めるのは簡単なことでは
ありません。その理由は、多くの場合、クエリ
を送信しているクライアントアプリケーショ
ンのコード内に問題があるためです。その結
果、クエリを送信しているクライアントアプ
リケーションのコードの調査が必要になる場
合があります。 

クライアントアプリケーション内に埋め込ま
れているコードを見付けるには、拡張イベン
トかプロファイラーのいずれかを使用する
必要があります。SQL:StmtRecompileイベ
ントをトレースに追加することにより、再コン
パイルイベントが発生するタイミングを確
認できるようになります（SP:Recompileとい
うイベントもあります。このイベントは、SQL 

Server 2005において再コンパイルの実行
がプロシージャレベルからステートメントレ
ベルに変更されたため、後方互換性を実現
するために追加されたものです）。 
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プランを適切に再利用できているかどうか
の評価 

SQL Statisticsのパフォーマンスオブジェク
トには、使用可能なパフォーマンスカウン
ターがいくつか含まれています。これらの
カウンターを通じて、プランを適切に再利
用できているかどうかを確認できます。次
の式では、コンパイルに送信されるバッチ
の比率を求めることができます。 

この値はできる限り小さくする必要がありま
す。1:1の比率は、送信されたすべてのバッチ
がコンパイルされ、プランの再利用がまった
く行われていないことを意味します。 

よくある問題として、コードが作成済みのパ
ラメーター化されたステートメントを使用し
ていないことがあります。パラメーター化さ
れたクエリを使用すると、プランの再利用や
コンパイルのオーバーヘッドが改善される
だけでなく、文字列の連結を介してパラメー
ターを渡すことで生じるSQLインジェクショ
ン攻撃のリスクを低減することもできます。
図5に、2つのサンプルコードを示します。こ
れらのコードは工夫して作成されており、文
字列の連結を利用してステートメントを作成
する場合と、作成済みのステートメントをパ
ラメーターと組み合わせて使用する場合の
違いが示されています。 



SQL Serverからの
ファイルレベルのI/O

情報は、I/O帯域幅を
消費しているファイル
を特定するのに役立
ちます。 

悪い 

良い 
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図5.文字列の連結を利用してステートメントを作成するコードと作成済みのステートメントを
パラメーターと組み合わせて使用するコードの比較 

SQL Serverでは、図5の「悪い」例のプランを
再利用することはできません。パラメーターが
文字列型であった場合は、この関数を使用し
てSQLインジェクション攻撃を展開することが
できました。「良い」例は、SQLインジェクション
攻撃を受けにくくなっています（パラメーター
が使用されているため）。また、SQL Serverで
プランを再利用することができます。 

ヒント8で説明できなかった構成設定 

記憶力の良い人は、ヒント8の内容を覚えてい
ると思います（構成の変更について説明しまし
た）。構成設定に関して、もう1つアドバイスが
残っています。SQL Server 2008で、「アドホック
ワークロードの最適化」という構成設定が導入
されました。これを設定すると、SQL Serverに対
して、プランキャッシュに完全なプランではなく
スタブプランを格納するように指示されます。
この設定は、動的に作成されたT-SQLコード
や、コードが再利用されなくなる可能性がある
LINQを使用する環境では特に有用です。 

プランキャッシュに割り当てられたメモリ
は、バッファプール内に配置されます。こ
のため、プランキャッシュが肥大化すると、
バッファキャッシュに格納できるデータペー
ジの量が少なくなります。これにより、I/O
サブシステムからデータをフェッチするた
めのラウンドトリップが増え、I/O負荷が極
めて大きくなることがあります。 

ヒント2: SQL Serverのバッファキャッ
シュを読み取る方法と、キャッシュス
ラッシングを最小限に抑える方法を身
に付ける。 

バッファキャッシュが重要な理由 

既に簡単に説明しましたが、バッファキャッ
シュとは、SQL Serverが物理I/Oを実行する
必要性を低減するために使用する大きな領
域のメモリです。SQL Serverのクエリを実
行しても、データがディスクから直接読み
取られることはありません。データベース
ページは、バッファキャッシュから読み取ら
れます。人気の高いページがバッファキャッ
シュ内にない場合、物理I/O要求がキュー
に入れられます。その後、クエリが待機し、
ページがディスクからフェッチされます。 



データベースファイ
ルが適切に配置され、
すべてのオブジェクト
ホットスポットが特定
されて別々のボリュー
ムに分離されていれ
ば、次はハードウェア
を詳しく調べます。 

SELECT o.name, i.name, bd.* 

  FROM sys.dm_os_buffer_descriptors bd 

    INNER JOIN sys.allocation_units a 

      ON bd.allocation_unit_id = a.allocation_unit_id 

    INNER JOIN 

    sys.partitions p 

      ON (a.container_id = p.hobt_id AND a.type IN (1, 3)) 

        OR (a.container_id = p.partition_id AND a.type = 2) 

    INNER JOIN sys.objects o ON p.object_id = o.object_id 

    INNER JOIN sys.indexes i 

      ON p.object_id = i.object_id AND p.index_id = i.index_id 

DELETEまたはUPDATE操作によるページ上
のデータに対する変更は、バッファキャッシュ
内のページに対しても行われます。このような
変更は、後でディスクにフラッシュされます。こ
のメカニズム全体を利用することにより、SQL 

Serverでは複数の方法で物理I/Oを最適化す
ることができます。 
•  複数ページの読み取り/書き込みを1回のI/O動
作で行うことができます。 

•  先読みを実装できます。SQL Serverでは、特定の
タイプの操作において、連続するページを読み
取るのに先読みが役に立つ場合があります。た
だし、要求されたページを読み取った直後という
前提のため、隣接するページを読み取る必要が
あります。 

メモ: インデックスが断片化されていると、
SQL Serverが先読みの最適化を実行できなく
なります。 

バッファキャッシュの正常性の評価 

バッファキャッシュの正常性に関する指標に
は、次の2つがあります。 
•  MSSQL$Instance:Buffer Manager\Buffer 

cache hit ratio: これは、キャッシュ内で見つか
らなかったページ（ディスクから読み取る必要が
あるページ）に対するキャッシュ内で見つかった
ページの比率です。理想としては、この数値をで
きる限り大きくする必要があります。ヒット率を高
くすることは可能ですが、それでもキャッシュス
ラッシングは発生します。 

•  MSSQL$Instance:Buffer Manager\Page Life 
Expectancy: これは、SQL Serverがバッファ
キャッシュ内のページを削除するまでに維持す
る時間です。マイクロソフトによると、ページの
予測保持期間が5分を超えている場合は正常で
す。予測保持期間が5分未満の場合は、メモリ不
足またはキャッシュスラッシングが発生している
可能性があります。 
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このセクションは例えで締めくくりたいと思い
ます。多くの人がアンチロックブレーキやそ
の他のサポートテクノロジーの革新によって
制動距離が短くなるはずだと主張しています
が、こうした新しいテクノロジーの出現に伴っ
て制限速度を上げることができるとも主張し
ています。ページの予測保持期間に対する警
告値が300秒（5分）であることに関して、SQL 

Serverコミュニティにおいて同様の議論が巻
き起こっています。この値を厳しいと考える人
もいれば、今日のほとんどのサーバーではメモ
リ容量が増加しているため、この値を百秒単位
ではなく千秒単位にするべきだと考えている
人もいます。この意見の違いは、基準の重要性
に加え、環境内で使用されている各パフォーマ
ンスカウンターの警告レベルがどのような値
になっているかを詳細に把握することが極め
て重要な理由を認識させてくれます。 

キャッシュスラッシング 

大規模なテーブルやインデックスのスキャン
では、すべてのページがバッファキャッシュを
通過する必要があります。このため、複数回読
み取られる可能性が低いページ用のスペー
スを作るために、有用と思われるページが削
除されてしまいます。これにより、削除された
ページをディスクから再度読み取らなければ
ならなくなるため、I/O負荷が高くなります。こ
うしたキャッシュスラッシングの発生は、通常、
大規模なテーブルやインデックスがスキャン
されていることを示します。 

バッファキャッシュ内のほとんどのスペース
を占有しているテーブルやインデックスを特
定するには、sys.dm_os_ buffer_descriptors 

DMV（SQL Server 2005以降で使用可能）
を調べます。以下のサンプルクエリは、SQL 

Serverのバッファキャッシュ内のスペース 



サーバー側でプロ
ファイラーのトレー
スを実行すると、
サーバーのワーク
ロードを表示して、
コードで頻繁に実行
される部分を見付け
ることができます。 
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を消費しているテーブルまたはインデック
スのリストにアクセスする方法を示していま
す。 

インデックスDMVを使用することで、大量の
物理I/Oを伴うテーブルやインデックスを特
定することも可能です。 

ヒント1: インデックスの使用方法を理
解し、無効なインデックスを見付ける。 

SQL Server 2012には、インデックスに関す
る極めて有用なデータがいくつかあります。
それらのデータは、SQL Server 2005で実装
されたDMOを使用してフェッチできます。

sys.dm_db_index_operational_stats 

DMOの使用 

sys.dm_db_index_operational_statsには、
インデックスごとの現在の低レベルのI/O、
ロック、ラッチ、およびアクセスメソッドのア
クティビティに関する情報が格納されます。
このDMFを使用すると、以下の疑問に対す
る回答が得られます。 
•   「ホット」インデックスがあるか?競合が存在す
るインデックスがあるか? row_lock_wait_in_

ms/page_lock_wait_in_ms列では、このイン
デックス上に待機が存在していたかどうかが
分かります。 

•  非効率的な方法で使用されているインデック
スがあるか?現在、どのインデックスがI/Oのボ
トルネックになっているか? page_io_latch_

wait_ms列では、インデックスページをバッ
ファキャッシュに格納している間にI/Oの待機
が存在していたかどうか分かります。これは、

スキャンのアクセスパターンがあることを示
す優れた指標になります。 

•  どのようなアクセスパターンが使用されて
いるか? range_scan_count列とsingleton_

lookup_count列では、特定のインデックスで
どのようなアクセスパターンが使用されてい
るかが分かります。 

図6に、PAGE_IO_LATCH waitの合計ごと
にインデックスをリストするクエリの出力を
示します。これは、I/Oのボトルネックに関与
しているインデックスを確認する際に、非常
に役に立ちます。 

sys.dm_db_index_usage_stats DMOの 

使用 

sys.dm_db_index_usage_statsには、各種
のインデックス操作の回数と、それらの操作
を最後に実行した時刻が格納されます。こ
のDMVを使用すると、以下の疑問に対する
回答が得られます。 
•  ユーザーがインデックスをどのように使用し
ているか? user_seeks、user_scans、user_

lookupsの各列では、インデックスに対するユー
ザーの操作のタイプと重要度が分かります。 

•  インデックスのコストはどのようなものか? 

user_updates列では、インデックスのメンテ
ナンスレベルが分かります。 

•  最後にインデックスを使用したのはいつか? 

last_*列では、インデックスに対する操作が最
後に行われた日時が分かります。 

図6.PAGE_IO_LATCH waitの合計ごとにリストされたインデックス 



ページの予測保持
期間が5分未満の
場合は、メモリ不足
またはキャッシュス
ラッシングが発生し
ている可能性があ
ります。 

図7.user_seeksの合計数ごとにリストされたインデックス 

図7に、user_seeksの合計数ごとにインデック
スをリストするクエリの出力を示します。そう
ではなく、スキャンの割合が多いインデックス
を特定したい場合は、user_scans列で並べ替
えます。これで、インデックス名が特定されま
す。そのインデックスを使用したSQLステート
メントを特定できれば便利だと思いませんか? 

SQL Server 2005以降のバージョンでは可能
です。 

もちろん、設計戦略、統合、メンテナンスなど、
インデックスには他にもさまざまな側面があ
ります。SQL Serverのパフォーマンスチューニ
ングに関する重要な要素についてさらに学習
したい場合は、SQLServerPediaにアクセスす
るか、該当するデルのWebキャストやホワイト
ペーパーを調べてみてください。 

まとめ 

もちろん、SQL Serverのパフォーマンスに関して
知っておくべきことは10個だけではありません。
しかし、このホワイトペーパーは、優れた開始点
になるだけではありません。既存のSQL Server

環境に適用可能な、パフォーマンスの最適化に
関する実用的なヒントも紹介しています。 
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最後に、SQL Serverのパフォーマンスを最適化
する際の10個のヒントを思い出してみましょう。 

10.  ベンチマーキングを行うことで、通常の動作が
どのようなものかを示す優れた指標が得られる
ため、ワークロードの動作を比較しやすくなり、
異常な動作を特定できるようになる。 

9.  パフォーマンスカウンターは、現在の運用に関
する手軽で有用な情報になる。 

8.  サーバーの設定を変更することで、より安定し
た環境を実現できる。 

7.  DMOは、パフォーマンスのボトルネックを素早く
特定するのに役立つ。 

6.  SQL Profiler、トレース、および拡張イベントの使
い方を身に付ける。 

5.  SANは、I/Oを実行する単なるブラックボックス
ではない。 

4.  カーソルやその他の不適切なT-SQLのせいで、ア
プリケーションに問題が発生することがよくある。 

3.  SQL Serverのキャッシングを改善するため、プラ
ンを最大限に再利用する。 

2.  SQL Serverのバッファキャッシュを読み取る方法
と、キャッシュスラッシングを最小限に抑える方
法を身に付ける。

そして、SQL Serverのパフォーマンスの最適化に関
する最後のヒントは次の通りです。 
1.  インデックスの使用方法と、不適切なインデック
スを見付ける方法を身に付けて、インデックス作
成をマスターする。 



アクション サブタスク 実施予定日

プロジェクトを開始する承認
を得る

ラインマネージャと話をして、実施するプロジェクトに関
するケースを提示することで、受け身的でなく積極的に
なることができます。

パフォーマンスの目標を定
める

社内の利害関係者と話をして、受け入れ可能なパフォー
マンスレベルを決定します。

システムパフォーマンスの基
準を設定する

関連するデータを収集して、カスタム構成またはサード
パーティ製のリポジトリに保存します。

最優先するパフォーマンスカ
ウンターを特定し、トレースお
よび拡張イベントを設定する

デルのPerfmonカウンターポスターをダウンロードし
ます。

サーバーの設定を見直す メモリと「アドホックワークロードの最適化」の設定には
特に注意を払います。

I/Oサブシステムを見直す 必要に応じて、SAN管理者と話をして、SQLIOなどのツ
ールを使用したI/O負荷テストを実施することを検討し
ます。または単に、負荷の大きな読み取り/書き込み操作
（バックアップの実行時など）を行うことができる頻度を
決定します。

低パフォーマンスのクエリを
特定する

トレース、拡張イベントセッション、およびプランキャッシ
ュから返されたデータを分析します。

低パフォーマンスのコードをリ
ファクタリングする

SQLServerPediaのシンジケート化されたブログサービ
スで、 最新のベストプラクティスをチェックします。

インデックスのメンテナンス インデックスをできる限り最適な状態に維持します。  

パラメーター化され
たクエリを使用する
と、プランの再利用
やコンパイルのオー
バーヘッドが改善さ
れるだけでなく、文字
列の連結を介してパ
ラメーターを渡すこ
とで生じるSQLイン
ジェクション攻撃のリ
スクを低減すること
もできます。 
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次のステップ 

皆さんはきっと、このホワイトペーパーで学ん
だ教訓を実践したいと思っているでしょう。以
下の表には、より最適なSQL Server環境を実
現するために、最初に行うべきことが記載され
ています。 

http://www.quest.com/backstage/images/promotions/SQLServer-Perfmonance-Poster.pdf
file:///C:/Users/jgomez2/AppData/Local/Microsoft/Windows/Temporary%20Internet%20Files/Content.Outlook/5ET6991G/pulse.sqlserverpedia.com/blog/
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